
クローズアップ！クローズアップ！クローズアップ！

９
月
９
日
は
救
急
の
日

「
す
ぐ
治
ま
っ
た
」
は
危
険
で
す
！　

　消防

C L O S E  U
P

■
救
急
車
の
適
正
利
用
に

　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　

近
年
、
入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症

患
者
の
搬
送
件
数
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
軽
い
怪
我
や
緊
急
性
の
な
い
症
状

の
方
が
救
急
車
を
利
用
す
る
と
、
重
症

患
者
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
　

救
急
車
を
呼
ぶ
前
に
タ
ク
シ
ー
や
自

家
用
車
な
ど
で
病
院
へ
行
け
な
い
か
も

う
一
度
よ
く
考
え
、
救
急
車
を
適
正
に

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

胸
が
痛
く
な
っ
た
け
ど
す
ぐ
治
ま
っ
た
。息
苦
し
く
な
っ
た

け
ど
す
ぐ
治
ま
っ
た
。そ
れ
っ
て
本
当
に
大
丈
夫
で
す
か
？

なくそう

「助けられたはず」！

地下水

C L O S E  U
P

農
地
募
集

「
地
下
水
か
ん
養
事
業
」

■
暮
ら
し
を
支
え
る
「
地
下
水
」

　　
　

市
の
水
道
水
の
ほ
と
ん
ど
が
地
下
水

を
利
用
し
て
い
ま
す
。そ
の
地
下
水
は
、

市
民
生
活
は
も
と
よ
り
、
農
業
・
工
業
な

ど
地
域
経
済
を
支
え
、
豊
か
な
自
然
環

境
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　
　

し
か
し
、
地
下
水
の
源
と
な
る
山
の

保
水
力
が
、
林
業
の
低
迷
や
生
活
環
境

の
変
化
等
の
理
由
に

よ
り
低
下
し
て
い

ま
す
。

■
豊
か
な
「
地
下
水
」
を
育
む

　　
　
「
地
下
水
か
ん
養
」
と
は
、
水
分
が
地

中
へ
浸
透
し
や
す
い
環
境
を
作
り
出
し
、

豊
か
な
地
下
水
を
育
て
よ
う
と
す
る
取

り
組
み
で
す
。

　
　

市
で
は
、
11
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で

の
冬
季
の
休
耕
田
や
耕
作
田
に
あ
え
て

水
を
た
め
る「
地
下
水
か
ん
養
」の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
募
集
総
面
積　
２
，０
０
０
ア
ー
ル　
　
　

　　　　　　　　　　　　
（
２００
反
）

■
募
集
個
所　

野
市
町
、吉
川
町

▼
市
道
ゴ
ス
イ
デ
ン
線

　　
（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）か
ら
南

▼
市
道
野
地
中
ノ
村
線

　　
（
み
ど
り
野
団
地
）か
ら
南

▼
吉
川
町
全
域　

※
深
渕
地
区
に
つ
い
て
は
、
上
段
の
地
域

※
水
張
り
で
隣
の
作
物
な
ど
に
影
響
の
な
い
平　

　　

地
の
農
地
に
限
る

■
受
託
期
間

　　

11
月
１
日（
金
）〜
２
月
29
日（
土
）

■
受
託
料　

10
ア
ー
ル（
１
反
）
あ
た
り

　　　　　　　　　
２
０
，０
０
０
円

※
契
約
面
積
は
、
登
記
簿
面
積

■
１
人
あ
た
り
の
受
託
面
積

▼
10
ア
ー
ル（
１
反
）
以
上
か
ら

※
募
集
面
積
を
超
え
る
場
合
は
調
整
し
ま
す

■
作
業
内
容

▼
休
耕
田
の
耕
地
　

…
　

１
回

▼
水
の
補
給
　

…
　

３
日
に
１
回
程
度
水

　　

が
枯
れ
な
い
よ
う
管
理
す
る

■
申
込
み
締
切
り　
９
月
30
日（
月
）　

　

地
下
水
か
ん
養
の
た
め
、冬
季
の
休
耕
田
に

水
を
た
め
て
も
ら
え
る
農
地
を
募
集
し
ま
す
。

問
地
域
支
援
課　

☎
５
７-

８
５
０
３

■
全
国
死
亡
原
因
第
２
位
は

　
　

循
環
器
疾
患
！

　　
　

急
に
倒
れ
救
急
搬
送
を
さ
れ
た
方

の
内
、
数
週
間
前
か
ら
胸
に
な
ん
ら
か

の
症
状
が
あ
っ
た
と
言
う
方
は
非
常
に

多
い
で
す
。
救
命
で
き
る
方
も
い
ま
す

が
、
中
に
は
手
遅
れ
で
亡
く
な
ら
れ
る

方
も
い
ま
す
。
早
く
に
病
院
に
行
っ
て

さ
え
す
れ
ば
助
か
っ
た
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
胸
に
な
ん
ら
か
の
症
状
が
あ
れ

ば
「
私
は
大
丈
夫
」
と
思
わ
ず
、す
ぐ
に

病
院
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
家
族
や

身
近
な
方
に
、
少
し
で
も
こ
の
よ
う
な

症
状
が
あ
れ
ば
、
病
院
に
行
く
よ
う
強

く
勧
め
ま
し
ょ
う
。

　
　

ま
た
適
度
な
運
動
や
食
生
活
の
改

善
、
健
康
診
断
の
受
診
等
、
狭
心
症
や

心
筋
梗
塞
の
予
防
を
し
っ
か
り
し
ま

し
ょ
う
。

問
市
消
防
本
部　

☎
５
５-

４
１
４
１

市役所伝言板市役所伝言板

　国土交通省では毎年７月１日から７月３１日を「河川愛護

月間」と定め、河川愛護運動を実施しています。高知県内

では、７月７日(日)に河川一斉清掃を実施しました。香南

市では吉川会場(桜づつみ公園)と野市会場(野市ふれあい

広場)、烏川周辺も含めて行いました。

　当日は早朝からたくさんの地域の方に参加いただき、不

燃ごみ６１袋、可燃ごみ１５５袋を収集できました。地域の

共有財産である河川についての理解と関心を深め、今後

もごみのないまちを目指していきましょう。

■建設課　☎57-7518

河川一斉清掃を実施しました河川一斉清掃を実施しました

　市民と行政が一体となって防災への取り組みを推進し

ていくために、赤岡町弁天座にて「赤岡防災講演会」を

開催しました。東京大学大学院情報学環 特任教授 群馬

大学名誉教授の片田敏孝先生を講師に迎え「大規模災

害に向かい合う 犠牲者ゼロのまちづくり」と題した講演を

いただきました。

　当日は約１００人の聴講者のなか「地震や津波は必ず

来るので、想定にとらわれず、各自が日頃から避難や防災

について考え、家族とも情報を共有しておくことが大切。

経験のない災害に直面した時にあなたや子ども、お孫さ

んは、命をつなぐ「逃げる」という行動がとれますか」と

の問いかけに、日頃の備えの大切さを強く感じました。

■福祉事務所　☎57-8509

赤岡防災講演会を開催しました赤岡防災講演会を開催しました

香南市表彰の候補者を
募集しています
香南市表彰の候補者を
募集しています
香南市表彰の候補者を
募集しています
香南市表彰の候補者を
募集しています
香南市表彰の候補者を
募集しています

　市では、産業・教育・文化・保健衛生・環境・福祉など
の各分野で活躍されている方や団体、まちづくりを積極
的に行ってくださっている方、地域を元気にする取り組
みをされている団体など、市の発展に貢献された方な
どを表彰します。
　表彰にふさわしい個人・団体の推薦をお願いします。

■募集期間　11月１日(金)～11月29日（金）まで
■推薦方法など
　所定の推薦書に必要事項を記入し、提出してください。
◎推薦書は、市役所総務課、各支所で配布しているほ
か、香南市のホームページからダウンロードすること
もできます。　http://www.city.kochi-konan.lg.jp
◎表彰の決定は、香南市表彰審査委員会の審査により
ます。

■表彰の対象
　下の事項に該当する個人または団体
　①市政の発展に尽くした
　②産業の発展に尽くした
　③教育・文化の振興に寄与した
　④保健衛生の向上に尽くした
　⑤社会福祉の増進に尽くした
　⑥環境の保全に尽くした
　⑦まちづくり（自治会等、地域）の発展に尽くした
　⑧特に市民の模範となるべき善行があった
　⑨災害の防除に尽くした
　⑩事故・災害等で人命を救助した
　⑪上記以外で、特に表彰すべき実績のあるもの

■問い合わせ・提出先
　〒781-5292　香南市野市町西野2706番地
　香南市役所総務課　☎57-8500
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